
Ａー② 理科・第６学年

電気の性質とその利用



A 新学習指導要領に例示されている単元等
で実施するもの

Aー② 身の回りには電気の性質や働きを利用

した道具があること等をプログラミングを

通して学習する場面（理科 第６学年）

身近にある、電気の性質や働きを利用し
た道具について、その働きを目的に合わせ
て制御したり、電気を効率よく利用したり
する工夫がなされていることを、プログラ
ミングを通して確認します。



学習指導計画 ９時間 （例）

3

時間 教科 学習内容

❶ 裁量 身の回りにあるセンサやプログラムされたものについて考える。

❷ 裁量 Studuino_miniを使って、前後左右に走行するプログラムを作成した
り、扇風機を回わす簡単なプログラムを作成したりする。

１ 理科 生活と電気：生活の中での電気の利用について調べる。

２ 理科 つくる電気：手回し発電機で明かりがつくか調べる。

３ 理科 ためる電気：コンデンサの利用、乾電池との比較

４ 理科 電気の使われ方：豆電球と発光ダイオードの違い

５ 理科 身の回りの電気：電気は光の他にどのようなものに変わるか調べる。

６
７
８

理科 電気の効率的な使い方について考える

・身の回りには、センサを使って電気を効率よく利用している道具が
あることに気付く。

・センサを使った電気を効率よく利用するシステムについて考え、プ
ログラミングする。
・グループで話し合い、改善する。

９ 理科 発表会：電気の効率的な利用（システム）について発表する。
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学習課題

節電できる道具（センサー）を
用いて、身の回りにあるシステム
のモデルをプログラミングしてみ
よう

人が近づいたら、
電気が点灯するシステム
をつくってみよう

STEP１

電気の効率的な使い方について考える
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人が近づいたら、電気が点灯するシステム

STEP１

プログラムを作成

実際に動かしてみる

人が近づいたら、電気が3秒間点灯する
システムをつくってみよう
機器の準備・設定
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準備
１ センサーの確認
①「人が近づいたら」→赤外線フォトリフレクタを使用
② センサーが「０」に接続されているか確認

人が近づいたら、電気が3秒間点灯するシステム

２ 豆電球を接続
① モーター（M２）の駆動部分の端子を外し、

みのむしクリップ接続用端子を接続

② みのむしクリップと豆電球を接続
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作成手順
人が近づいたら、電気が3秒間点灯するシステム

１ 入出力設定を行う
「編集」→「入出力設定」

→「チェックを全て外す」
→「DCモーターのM2にチェック」
→「センサーのA０にチェック」
→「赤外線フォトリフレクタ」にする
→「OK」
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作成手順
人が近づいたら、電気が3秒間点灯するシステム

２ プログラムの作成
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作成手順
人が近づいたら、電気が3秒間点灯するシステム

３ センサーの感度の設定をする
①ロボットを接続する

②「実行」→「テストモード開始」

③数値を確認しながら、センサーの
感度を確かめ、設定する

ア ロボットの電源のOFFを確認して接続 イ USBケーブルをつなぐ

ロボット側 全体像
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作成手順
人が近づいたら、電気が3秒間点灯するシステム

４ プログラムの実行
①ロボットが接続されていることを確認する

②「実行」→「プログラム作成・転送」

③接続コードを外し、電源をONにしてプログラムの実行

ア ロボットの電源のOFFを確認して接続 イ USBケーブルをつなぐ

ロボット側 全体像
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STEP１
人が近づいたら、電気が3秒間点灯する
システムをつくってみよう
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アレンジ

人が近づいたら、電気が3秒間点灯する
システムをつくってみよう

人が近づいたら、扇風機が3秒間回る
システムをつくるには、どうすればいい
ですか？

音センサーが反応したら、扇風機が3秒
間回るシステムをつくるには、どうすれ
ばいいですか？
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学習課題

節電できる道具（センサー）を
用いて、身の回りにあるシステム
のモデルをプログラミングしてみ
よう

音声に反応して、
電気が点灯するシステム
をつくってみよう

STEP２

電気の効率的な使い方について考える
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音声に反応して、電気が点灯するシステム
STEP２
音声に反応して、電気が3秒間点灯する
システムをつくってみよう

プログラムを作成

実際に動かしてみる

機器の準備・設定
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STEP２
音声に反応して、電気が3秒間点灯する
システムをつくってみよう

①センサーは
音センサーです。

②接続している場
所（A0～A5）
を設定します。

③テストモードで
反応を確認し、
数値を設定しま
す。
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